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地域から信頼される

駐屯地

二 十 歳 の 集 い

１ 面
・二十歳の集い
・転出入部隊長等紹介
・駐屯地曹友会ボランティア
活動

・装備品展示

２ 面
各部隊訓練等記事

３ 面
各部隊訓練等記事

４ 面
・部隊長随筆
・先任の一言
・令和４年度団戦技競技会
・安否確認訓練兼顔合わせ
・ツイッター目指せ２万人
・編集後記

紙 面 紹 介

大
久
保
駐
屯
地
は
、
令
和
５
年

１
月
中
旬
に
陽
融
会
会
長
の
坂
下

氏
ご
臨
席
の
も
と
二
十
歳
の
集
い

を
行
い
ま
し
た
。

駐
屯
地
司
令
、
陽
融
会
会
長
か

ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
そ
の
後
、

記
念
撮
影
及
び
記
念
植
樹
を
行
い

ま
し
た
。

駐
屯
地
司
令
の
式
辞
及
び
陽
融

会
会
長
の
祝
辞
を
受
け
た
成
人
者

は
、
駐
屯
地
所
属
隊
員
及
び
御
来

賓
に
対
し
、
成
人
者
と
し
て
の
抱

負
を
力
強
く
発
表
し
ま
し
た
。

ニ
十
歳
を
迎
え
た
隊
員
を
代
表

し
て
第
１
０
４
施
設
直
接
支
援
大

隊

岸
本
士
長
は
、
「
こ
れ
か
ら
も

人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
、
誰

か
の
支
え
に
な
る
よ
う
な
人
間
に

な
れ
る
よ
う
、
日
々
精
進
し
て
参

り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
」
と
決
意
を
述
べ
、
二

十
歳
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。

大久保駐屯地広報紙
「やましろ」

年度末号 No２０

陽融会会長からの記念品贈呈

陽融会会長との記念植樹

記念撮影

部隊長との記念撮影 駐屯地司令との記念植樹

駐屯地司令からの記念品贈呈代表の謝辞

駐

屯

地

曹

友

会

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

大
久
保
駐
屯
地
曹
友
会
は
、
令
和
５
年
２
月
下
旬
に
今
年
度
３

回
目
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
駐
屯
地
周
辺
（
府
道
１
５
号

～
国
道
24
号
沿
い
）
の
ゴ
ミ
拾
い
を
実
施
し
ま
し
た
。

会
員
、
準
会
員
及
び
そ
の
家
族
も
合
わ
せ
て
41
名
が
参
加
し
、

地
域
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
環
境
美
化
に
取
り
組
み
ま
し

た
。大

久
保
駐
屯
地
曹
友
会
は
、
今
後
も
地
域
の
環
境
美
化
を
目
指

し
て
会
員
一
丸
と
な
っ
て
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

ゴミ拾い

記念撮影

装

備

品

展

示

令
和
５
年
２
月
上
旬
、
京
都
市
体
育
館
前
の
広
場
に
お
い
て
、

京
都
地
方
協
力
本
部
と
連
携
し
、
装
備
品
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

特
大
型
ダ
ン
プ
と
１
／
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
を
展
示
し
、
多
く
の
方

々
が
乗
車
体
験
を
さ
れ
ま
し
た
。

見
学
・
乗
車
し
た
方
々
か
ら
は
「
自
衛
隊
車
両
が
カ
ッ
コ
よ
か

っ
た
。
」
「
乗
車
で
き
て
貴
重
な
経
験
が
で
き
、
興
味
を
持
っ
た

「
就
職
の
候
補
と
し
て
考
え
た
い
。
」
等
の
好
意
的
な
意
見
を
多

く
い
た
だ
き
、
装
備
品
展
示
は
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

１／２ｔトラックに乗車

特大型ダンプに乗車

令
和
５
年
３
月
、
５
名
の
部
隊
長
等
を
は
じ
め
、
58
名
の
隊
員
が
転
出
し
、

46
名
の
隊
員
が
転
入
し
ま
し
た
。櫻井２佐

内部部局防衛政策局参事官
付総括班（市ヶ谷）から

」。

転

入

部

隊

長

等

転 出 入 部 隊 長 等

佐藤２尉
第４０２施設中隊

（岐阜）から

転

出

部

隊

長

等

新
天
地
で
の
ご
活
躍
を

祈
念
し
て
い
ま
す
！

第４施設団副団長

山口１佐
施設学校総務部長

（勝田）から

第１０２施設器材隊長第３０７ダンプ車両中隊長

岸本１尉
施設学校付（勝田）から

第４施設団本部付隊長

第４施設団副団長
古館１佐は中部方面総監
部（伊丹）へ

第１０２施設器材隊長
川田２佐は教育訓練研究
本部（目黒）へ

第３後方支援連隊
第１整備大隊施設整備隊長

坂口１尉
第３後方支援連隊

（千僧）から

第３後方支援連隊
第１整備大隊
施設整備隊長

石垣１尉は自衛隊中央病
院（三宿）へ
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第

７

施

設

群

第

３

施

設

大

隊
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各 部 隊 訓 練 等 記 事

大

久

保

駐

屯

地

業

務

隊

第
１
０
４
施
設
直
接
支
援
大
隊

第
１
０
４
施
設
直
接
支
援
大
隊
は
、
令
和
５
年

１
月
下
旬
に
令
和
４
年
度
中
部
方
面
後
方
支
援
隊

小
火
器
射
撃
競
技
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

競
技
会
は
、
団
体
総
合
の
部
（
一
次
部
隊
）
、

基
礎
と
な
る
部
隊
の
部
（
部
隊
規
模
に
よ
り
Ａ
・

Ｂ
の
２
コ
グ
ル
ー
プ
）
及
び
個
人
の
部
（
拳
銃
及

び
小
銃
）
が
設
定
さ
れ
、
各
部
隊
か
ら
無
作
為
に

抽
出
さ
れ
た
隊
員
に
よ
っ
て
競
い
ま
し
た
。

ま
た
、
点
検
射
三
発
、
各
姿
勢
５
発
ず
つ
の
限

ら
れ
た
弾
数
に
よ
り
、
緊
張
感
が
高
ま
る
射
撃
競

技
会
と
な
り
ま
し
た
。

各
射
群
の
射
撃
終
了
ご
と
に
点
数
を
公
表
す
る

こ
と
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
順
位
が
入
れ
か
わ
り
、

競
技
会
は
大
き
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

競
技
会
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
第
二
直
接
支
援

中
隊
が
Ａ
グ
ル
ー
プ
『
優
勝
』
、
整
備
隊
が
Ｂ
グ

ル
ー
プ
『
準
優
勝
』
を
そ
れ
ぞ
れ
獲
得
す
る
と
と

も
に
、
第
二
直
接
支
援
中
隊
・
長
澤
３
曹
が
個
人

の
部
（
小
銃
）
に
お
い
て
『
第
二
位
』
の
好
成
績

を
収
め
、
中
部
方
面
後
方
支
援
隊
長
か
ら
の
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

大
隊
は
、
各
種
器
材
の
整
備
能
力
の
向
上
だ
け

で
な
く
、
自
衛
官
と
し
て
必
要
な
戦
技
に
お
い
て

も
各
人
の
能
力
を
向
上
さ
せ
て
、
被
支
援
部
隊
の

ニ
ー
ズ
に
即
応
で
き
る
よ
う
大
隊
隊
員
一
丸
と
な

っ
て
更
な
る
精
進
を
重
ね
て
い
く
所
存
で
す
。

第
３
施
設
大
隊
は
、
令
和
５
年
３
月
上
旬
の
５

日
間
、
令
和
４
年
度
第
３
次
予
備
自
衛
官
招
集
訓

練
を
第
２
中
隊
が
担
任
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

本
訓
練
の
目
的
は
、
予
備
自
衛
官
の
資
質
を
涵

養
す
る
と
と
も
に
、
知
識
及
び
技
能
に
つ
い
て
練

度
の
維
持
・
向
上
を
図
る
も
の
で
す
。

訓
練
対
象
者
で
あ
る
大
阪
、
京
都
、
奈
良
及
び
滋

賀
地
方
協
力
本
部
に
属
す
る
予
備
自
衛
官
９
６
名

が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
に
応
じ
て
積
極
熱

心
に
訓
練
に
励
み
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
の
資
質
、

知
識
及
び
技
能
に
つ
い
て
練
度
を
維
持
、
向
上
さ

せ
ま
し
た
。

訓
練
課
目
は
、
射
撃
予
習
、
実
弾
射
撃
を
は
じ

め
体
力
測
定
、
野
外
衛
生
、
施
設
基
礎
作
業
、
格

闘
訓
練
等
を
組
み
込
み
実
施
し
ま
し
た
。

特
に
、
長
池
演
習
場
で
行
わ
れ
た
実
弾
検
定
射

撃
で
は
、
緊
張
す
る
方
も
い
れ
ば
、
昔
の
感
覚
を

取
り
戻
し
て
的
に
集
弾
さ
せ
る
方
も
い
て
、
参
加

者
全
員
が
真
剣
に
取
り
組
み
、
高
い
合
格
率
の
成

果
を
収
め
ま
し
た
。

最
終
日
は
、
担
任
官
の
第
２
中
隊
長
に
申
告
を

行
い
、
無
事
訓
練
を
終
了
し
、
大
久
保
駐
屯
地
を

後
に
し
ま
し
た
。

大
久
保
駐
屯
地
業
務
隊
元
気
で
す
か
？
元
気
が
あ
れ

ば
飯
が
美
味
い
の
糧
食
班
長
青
野
一
尉
で
す
。

今
年
度
、
中
部
方
面
隊
給
食
向
上
施
策
「
中
方
ダ
イ

ニ
ン
グ
甲
子
園
」
に
32
個
駐
屯
地
が
参
加
し
、
テ
ー
マ

は
隊
員
の
お
米
の
喫
食
を
増
進
さ
せ
る
味
付
き
ご
飯
で

す
。献

立
レ
シ
ピ
を
作
成
し
、
試
食
会
を
重
ね
、
選
考
し

た
の
が
「
大
久
保
美
味(
び
び
）
ん
ば
」
で
す
。

昆
布
茶
ご
飯
・
半
熟
卵
と
豚
ひ
き
肉
入
り
の
甘
辛
い

ヤ
ン
ニ
ョ
ム
ソ
ー
ス
が
決
め
手
で
す
。

ま
さ
に
大
久
保
駐
屯
地
を
象
徴
す
る
逸
品
に
仕
上
が

り
ま
し
た
。

第
一
次
予
選
は
、
京
滋
地
区
で
の
写
真
と
レ
シ
ピ
に

よ
る
選
考
で
し
た
が
、
団
広
報
の
巧
み
な
写
真
技
術
の

協
力
を
得
て
、
見
事
予
選
を
突
破
し
ま
し
た
。

最
終
決
戦
で
は
、
代
表
６
個
部
隊
の
食
味
審
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
ど
れ
も
美
味
い
。
そ
こ
で
大
久
保
駐

屯
地
で
の
提
供
日
に
は
駐
屯
地
朝
礼
を
利
用
し
、
本
職

自
ら
美
味(

び
び)

ん
ば
の
食
べ
方
を
隊
員
に
教
授
し
、

そ
の
ま
ま
食
べ
、
混
ぜ
て
食
べ
、
ス
ー
プ
を
加
え
る

「
味
変
」
に
よ
り
今
ま
で
に
な
い
反
響
・
満
足
度
を
得

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

ま
さ
に
隊
員
の
胃
袋
を
掴
ん
だ
瞬
間
で
す
。

結
果
と
し
て
「
最
優
秀
賞
」
を
見
事
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
美
味
し
い
料
理
を
提
供
で
き
る
よ
う
更
な
る

調
理
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
糧
食
班

を
温
か
く
見
守
っ
て
下
さ
い
。

第
７
施
設
群
は
、
令
和
５
年
２
月
、
大
久
保
駐

屯
地
等
で
実
施
さ
れ
た
令
和
４
年
度
団
戦
技
競
技

会
に
参
加
し
、
断
郊
走
競
技
会
、
射
撃
競
技
会
、

銃
剣
道
競
技
会
で
優
勝
し
、
３
本
の
優
勝
旗
を
獲

得
し
ま
し
た
。

ま
た
、
断
郊
走
分
隊
走
の
部
で
第
３
８
０
施
設

中
隊
安
河
内
３
尉
以
下
９
名
が
ベ
ス
ト
ス
ク
ワ
ッ

ド
賞
、
銃
剣
道
個
人
陸
曹
の
部
で
第
３
８
１
施
設

中
隊
小
西
２
曹
、
陸
士
の
部
で
同
じ
く
高
松
士
長

が
優
勝
し
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

前
回
の
団
戦
技
競
技
会
で
は
ラ
イ
バ
ル
の
第
６

施
設
群
に
完
敗
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
悔
し
さ
を

バ
ネ
に
何
故
負
け
た
の
か
、
ど
う
し
た
ら
勝
て
る

の
か
を
群
全
体
で
考
え
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
作

戦
と
捉
え
、
年
間
の
作
戦
（
練
成
）
計
画
を
立
て
、

年
度
当
初
か
ら
優
勝
旗
奪
回
作
戦
に
取
り
組
み
、

練
成
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
が
功
を
奏
し
、
競
技
会
当
日
、
各
選
手
は
、

群
の
名
誉
と
自
ら
の
誇
り
を
か
け
、
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
或
い
は
道
場
に
立
ち
、
隊
員
の
大
声
援
に
背

中
を
押
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
練
成
成
果
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
優
勝
の
名
誉
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

本
競
技
会
を
通
じ
、
個
人
の
戦
闘
戦
技
能
力
の

向
上
に
加
え
、
群
、
中
隊
の
組
織
目
標
達
成
に
向

け
個
人
の
目
標
を
設
定
し
、
そ
れ
を
自
己
管
理
す

る
こ
と
に
よ
り
、
隊
員
は
達
成
感
や
充
実
感
を
十

分
に
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

射撃予習体力測定（競歩）

試食会

美味んば献立

糧食班一同

野外衛生（救急法）施設基礎作業（杭の打ち込み）

表彰された長澤３曹

断郊走84式無反動砲(縮射弾)の射撃

銃剣道総合優勝記念撮影

射 撃

優勝した第２直接支援中隊準優勝した整備隊

び び
美味んば献立

び び
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第 ３ １ ８ 基 地 通 信 中 隊 大 久 保 派 遣 隊

第 ４ 施 設 団 本 部 付 隊

第 ３ ０ ７ ダ ン プ 車 両 中 隊

第 ３ 後 方 支 援 連 隊
第 １ 整 備 大 隊 施 設 整 備 隊

第 ３ ９ ７ 会 計 隊

第 １ ０ ２ 施 設 器 材 隊
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第
３
０
７
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
は
、
中
部
方

面
隊
唯
一
の
ダ
ン
プ
車
両
専
門
部
隊
と
し
て

の
練
度
及
び
災
害
対
処
能
力
向
上
の
た
め
、

令
和
４
年
度
第
２
回
長
距
離
機
動
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
２
夜
３
日
に
わ

た
り
、
大
久
保
駐
屯
地
（
宇
治
市
）
か
ら
一

般
道
を
利
用
し
、
和
歌
山
県
紀
伊
半
島
を
南

下
し
、
三
重
県
伊
勢
志
摩
を
眼
下
に
北
上
し

た
後
、
名
阪
国
道
を
抜
け
、
駐
屯
地
に
帰
隊

す
る
総
走
行
距
離
約
６
３
０
ｋ
ｍ
に
及
ぶ
機

動
訓
練
で
す
。

本
機
動
訓
練
で
は
、
事
前
に
隊
員
独
自
に

調
査
し
た
情
報
を
基
に
、
車
幅
や
道
路
状
況

な
ど
を
選
定
し
て
経
路
を
決
定
し
、
ベ
テ
ラ

ン
操
縦
手
は
、
免
許
取
得
し
た
ば
か
り
の
隊

員
を
含
む
若
年
操
縦
手
の
指
導
と
矯
正
に
あ

た
り
、
若
年
操
縦
手
は
、
初
め
て
通
る
道
路

や
、
当
日
の
事
故
状
況
な
ど
に
若
干
の
緊
張

の
表
情
を
浮
か
べ
る
中
、
紀
伊
の
美
し
い
海

を
目
に
す
る
と
歓
声
を
上
げ
る
場
面
も
あ
り
、

緊
張
が
次
第
に
解
れ
徐
々
に
ス
ム
ー
ズ
な
運

転
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

中
隊
は
、
今
後
も
計
画
的
に
長
距
離
機
動

訓
練
を
実
施
し
て
、
ベ
テ
ラ
ン
操
縦
手
は
勿

論
、
若
年
操
縦
手
の
育
成
を
主
軸
に
、
中
隊

全
体
の
車
両
操
縦
技
術
の
練
度
を
底
上
げ
し
、

専
門
部
隊
と
し
て
の
任
務
遂
行
能
力
を
向
上

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

第
３
１
８
基
地
通
信
中
隊
大
久
保
派
遣
隊

は
、
中
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
で
実
施
さ

れ
た
シ
ス
テ
ム
通
信
競
技
会
と
基
地
シ
ス
テ

ム
通
信
大
隊
で
行
わ
れ
た
通
信
所
能
力
評
価

に
参
加
し
ま
し
た
。

競
技
会
の
内
容
は
、
動
画
撮
影
と
編
集
作

業
が
採
点
さ
れ
派
遣
隊
全
員
で
知
恵
を
出
し

合
い
工
夫
し
な
が
ら
取
組
み
、
こ
れ
か
ら
の

シ
ス
テ
ム
通
信
科
隊
員
と
し
て
の
新
た
な
能

力
の
必
要
性
を
感
じ
た
競
技
会
と
な
り
ま
し

た
。結

果
に
つ
い
て
は
、
派
遣
隊
の
中
で
1
位

を
獲
得
し
ま
し
た
。

通
信
所
能
力
評
価
に
つ
い
て
は
、
通
信
所

ご
と
の
基
本
的
行
動
に
つ
い
て
評
価
さ
れ
る

部
隊
の
テ
ス
ト
で
す
。

今
回
実
施
さ
れ
た
学
科
試
験
に
つ
い
て
は

業
務
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実

施
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
、
時
代
に
応
じ
た
テ
ス

ト
の
や
り
方
、
変
化
を
感
じ
た
試
験
と
な
り

ま
し
た
。

派
遣
隊
は
、
環
境
が
変
わ
る
な
か
に
お
い

て
も
基
地
シ
ス
テ
ム
通
信
組
織
を
維
持
し
、

駐
屯
地
所
在
部
隊
の
作
戦
進
展
に
伴
う
シ
ス

テ
ム
通
信
所
要
の
変
化
に
も
柔
軟
に
対
応
す

べ
く
演
練
し
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
４
施
設
団
本
部
付
隊
は
、
令
和
５

年
１
月
下
旬
か
ら
約
１
週
間
、
三
重
県

久
居
市
雲
出
川
で
実
施
さ
れ
た
令
和
４

年
度
方
面
隊
施
設
科
合
同
訓
練
（
渡

河
）
に
参
加
し
、
指
揮
所
の
開
設
や
維

持
・
運
営
、
野
外
炊
事
等
を
実
施
し
ま

し
た
。

特
に
団
本
部
付
隊
は
、
付
隊
本
部
を

主
力
と
し
て
、
陸
上
自
衛
隊
久
居
駐
屯

地
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
野
外
食
堂
を
構
築
、

旧
外
来
宿
舎
裏
で
炊
事
所
を
設
営
し
、

炊
事
車
を
使
用
し
て
約
４
０
０
名
の
食

事
を
提
供
し
ま
し
た
。

炊
事
経
験
の
浅
い
隊
員
も
包
丁
を
握

る
の
さ
え
初
め
て
の
隊
員
も
１
月
下
旬

の
寒
空
の
中
、
食
材
の
仕
込
み
、
調
理

ま
で
を
早
朝
か
ら
夜
間
ま
で
愛
情
を
込

め
て
実
施
し
、
美
味
し
い
料
理
と
ふ
っ

く
ら
し
た
炊
き
立
て
の
ご
飯
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
、
方
面
隊
施
設
科
合
同

訓
練
（
渡
河
）
に
参
加
し
た
第
４
施
設

団
は
も
と
よ
り
中
部
方
面
隊
の
師
・
旅

団
の
施
設
科
隊
員
の
パ
ワ
ー
の
源
と
士

気
高
揚
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
炊
事

支
援
を
通
じ
て
付
隊
本
部
の
炊
事
能
力

も
向
上
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

第
３
後
方
支
援
連
隊
第
３
後
方
支
援
連
隊

第
１
整
備
大
隊
施
設
整
備
隊
は
、
今
年
２
月

に
第
２
回
格
闘
検
定
を
行
い
ま
し
た
。

今
検
定
は
今
年
度
第
２
回
目
の
検
定
で
基

本
と
な
る
第
３
級
検
定
を
受
検
し
て
練
度
を

確
認
し
ま
し
た
。

今
検
定
の
受
検
に
あ
た
り
練
成
は
今
年
に

入
り
毎
朝
継
続
し
て
行
い
、
ア
ッ
プ
か
ら
始

め
て
戦
術
格
闘
等
や
パ
ン
チ
、
蹴
り
、
回
転

運
動
、
必
銃
動
作
な
ど
を
駐
屯
地
会
計
隊
と

合
同
で
練
成
し
ま
し
た
。

格
闘
指
導
官
の
懇
切
丁
寧
か
つ
確
実
、
厳

正
な
指
導
の
下
、
各
部
隊
は
常
に
安
全
と
基

本
を
忠
実
に
格
闘
検
定
に
向
け
て
練
成
し
ま

し
た
。

練
成
は
日
頃
使
わ
な
い
筋
肉
を
使
う
為
、

筋
肉
痛
が
毎
日
の
よ
う
に
続
き
ま
し
た
が
、

日
々
整
理
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
実
施
し
つ

つ
、
演
習
（
青
野
ヶ
原
演
習
場
）
間
で
も
毎

朝
間
稽
古
と
し
て
練
成
を
継
続
し
ま
し
た
。

来
年
度
に
行
わ
れ
る
格
闘
検
定
は
第
２
級

検
定
を
受
検
す
る
の
で
今
回
検
定
し
て
き
た

技
術
を
活
か
し
て
次
年
度
も
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

第
３
９
７
会
計
隊
は
、
令
和
５
年
２

月
中
旬
に
令
和
４
年
度
会
計
特
技
検
定

を
実
施
し
ま
し
た
。

中
部
方
面
会
計
隊
所
在
部
隊
が
対
象

者
と
な
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
鑑
み

各
駐
屯
地
ご
と
リ
モ
ー
ト
で
実
施
し
ま

し
た
。

会
計
特
技
検
定
の
目
的
は
、
隊
員
の

特
技
等
の
練
度
を
評
価
判
定
す
る
と
と

も
に
、
会
計
実
務
能
力
の
進
歩
向
上
を

促
す
も
の
で
す
。

本
検
定
に
つ
い
て
は
、
「
初
級
」
と

「
上
級
」
の
二
つ
の
区
分
が
あ
り
、

「
初
級
」
に
つ
い
て
は
、
後
期
教
育
終

了
後
６
ヶ
月
以
上
経
過
し
た
者
、
「
上

級
」
に
つ
い
て
は
、
２
曹
に
昇
任
後
１

年
以
上
経
過
し
た
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
３
９
７
会
計
隊
で
は
、
「
初
級
」

２
名
及
び
「
上
級
」
１
名
が
受
検
対
象

者
と
な
り
、
特
に
「
初
級
」
受
検
者
２

名
に
対
し
て
は
、
陸
曹
が
教
官
と
な
り
、

実
業
務
の
合
間
や
課
業
外
を
活
用
し
な

が
ら
親
身
に
指
導
し
、
練
成
を
実
施
し

て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
も
あ
り
、

全
隊
員
90
％
以
上
の
高
得
点
で
合
格
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
隊
員
一
人
一
人
が
会
計
実

務
能
力
向
上
に
努
め
、
円
滑
な
各
部
隊

の
隊
務
運
営
を
会
計
的
見
地
か
ら
支
え

て
い
け
る
よ
う
に
精
進
し
て
い
く
所
存

で
す
。

第
１
０
２
施
設
器
材
隊
は
、
令
和
５
年
１

月
下
旬
の
約
１
週
間
、
三
重
県
久
居
市
に
流

れ
る
雲
出
川
に
お
い
て
令
和
４
年
度
方
面
隊

施
設
科
合
同
訓
練(

渡
河)

に
参
加
し
ま
し
た
。

本
訓
練
は
、
師
団
の
渡
河
攻
撃
に
対
す
る

施
設
活
動
を
行
う
増
強
施
設
群
の
行
動
の
う

ち
門
橋
構
築
、
運
航
及
び
８
１
式
自
走
架
柱

橋
と
９
２
式
浮
橋
に
よ
る
混
合
橋
を
構
築
し
、

渡
河
作
業
の
総
合
的
な
練
度
の
向
上
を
図
り

ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
５
年
２
月
下
旬
、
大
久
保
駐

屯
地
に
お
い
て
器
材
隊
創
隊
５
０
周
年
記
念

式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
１
０
２
施
設
器
材
隊
は
、
昭
和
48
年
３

月
27
日
に
大
久
保
駐
屯
地
に
お
い
て
創
隊
さ

れ
、
第
４
施
設
団
隷
下
部
隊
と
し
て
今
年
で

創
隊
50
周
年
を
迎
え
、
協
力
会
や
Ｏ
Ｂ
の
方

々
と
と
も
に
盛
大
に
記
念
行
事
を
行
う
こ
と

が
で
き
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
隊
の
発
展
・
充
実
に
思
い
を

致
し
、
先
人
の
労
苦
に
感
謝
の
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
今
後
も
器
材
隊
一
丸
と
な
っ
て

国
防
の
任
務
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

野外炊事支援（食材切り込み）野外炊事支援（調理）

入念な経路確認長距離機動訓練を行う
特大型ダンプ車両

会計特技検定

器材隊創隊５０周年記念式典

会計特技検定

混合橋の構築

ＰＣによる学科試験 動画編集 駐屯地での格闘練成演習場での格闘練成
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万
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４
年
度
団
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技
競
技
会

↓

先
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て
、
政
府
は
、
３

月
13
日
か
ら
屋
内
・
屋
外
を
問
わ
ず
個
人
の

判
断
に
委
ね
る
と
し
た
上
で
、
医
療
機
関
を

受
診
す
る
際
や
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時
と
い
っ
た

混
雑
し
た
電
車
や
バ
ス
に
乗
る
際
な
ど
に
は
、

マ
ス
ク
の
着
用
を
推
奨
す
る
な
ど
を
決
定
し

た
と
の
二
ュ
ー
ス
を
目
に
し
た
時
、
私
個
人

の
意
見
と
し
て
「
曖
昧
」
と
感
じ
ま
し
た
。

個
人
の
判
断
に
委
ね
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
ら
の
規
制
が
個
人
の
主
観
と
感
覚
と
い

う
各
自
の
物
差
し
で
形
付
け
ら
れ
る
も
の
で

も
あ
り
、
ト
ラ
ブ
ル
さ
え
引
き
起
こ
し
か
ね

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

服
務
指
導
に
お
い
て
、
曖
昧
は
、
指
導
の

あ
り
方
に
困
惑
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
自
衛
隊
で
よ
く
言
わ
れ
る
「
あ
る

べ
き
姿
」
も
曖
昧
で
あ
れ
ば
個
人
の
物
差
し

の
長
短
で
「
昔
は
こ
う
だ
っ
た
」
と
か
「
以

前
な
ど
は
こ
う
だ
っ
た
」
と
か
そ
の
姿
が
鈍

っ
て
し
ま
う
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
義
務
を
果
た
さ
ず
権
利
ば
か
り

を
主
張
す
る
人
が
増
え
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
感
覚
が
鈍
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
せ
い

か
も
と
感
じ
て
い
ま
す
。

本
来
は
、
組
織
か
ら
科
せ
ら
れ
た
職
務
・

任
務
を
達
成
す
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
対
価
と

し
て
給
料
が
振
り
込
ま
れ
る
、
と
い
う
順
番

の
は
ず
な
の
に
、
そ
れ
が
「
毎
月
、
決
ま
っ

た
額
が
口
座
に
振
り
込
ま
れ
る
」
こ
と
が
当

た
り
前
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
、
我
々
は
、

こ
の
本
来
の
順
番
を
忘
れ
て
し
ま
い
給
料
を

も
ら
う
こ
と
は
権
利
だ
と
思
い
過
ぎ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

宿
題
を
や
っ
て
こ
な
い
の
に
宿
題
を
減
ら

せ
と
言
わ
れ
て
も
説
得
力
は
な
く
、
も
は
や

危
険
と
さ
え
感
じ
ま
す
。

言
動
に
、
説
得
力
と
納
得
が
生
ま
れ
る
よ

う
、
そ
し
て
義
務
を
果
た
す
よ
う
指
導
し
、

自
分
自
身
も
義
務
を
果
た
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

第４施設団本部付隊
先任上級曹長

准陸尉 石川 定治

「
敬

礼
」

第
３
９
７
会
計
隊
は
、
本
部
班
、
契
約

班
、
会
計
班
、
給
与
班
の
４
個
班
で
編
成

さ
れ
、
駐
屯
地
所
在
部
隊
の
会
計
支
援
が

主
任
務
で
す
。

普
段
は
、
駐
屯
地
事
務
室
内
に
お
い
て
、

所
在
部
隊
か
ら
調
達
要
求
を
さ
れ
た
も
の

を
業
者
と
契
約
し
、
そ
の
所
要
を
充
足
し

た
り
、
駐
屯
地
で
使
用
し
た
電
気
料
等
の

光
熱
水
料
の
支
払
等
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

会
計
科
の
使
命
は
、
「
予
算
、
経
理
そ

の
他
の
会
計
活
動
に
任
じ
、
作
戦
目
的
達

成
の
た
め
、
各
部
隊
を
支
援
す
る
に
あ
る
。

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
部
隊
と
密
接
に
連
携

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

駐
屯
地
内
で
勤
務
し
て
い
る
会
計
隊
も

情
勢
が
緊
迫
し
近
傍
演
習
場
等
に
展
開
す

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

自
分
た
ち
の
身
は
自
分
た
ち
で
守
り
な

が
ら
、
会
計
支
援
を
す
る
こ
と
は
、
場
所

が
変
わ
っ
て
も
同
じ
で
す
。

会
計
隊
は
、
演
習
場
に
て
部
隊
を
展
開

し
、
警
戒
防
護
施
設
を
開
設
し
た
り
、
防

護
マ
ス
ク
装
脱
面
訓
練
、
射
撃
訓
練
等
、

個
人
及
び
組
織
と
し
て
訓
練
練
度
を
段
階

的
に
向
上
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
有
事
・
平
時
を
問
わ
ず
、
会

計
支
援
が
で
き
る
部
隊
を
育
成
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
御

指
導
御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

「
決

意
」

第３９７会計隊長

３等陸佐 追沼一博

大
久
保
駐
屯
地
広
報
紙
「
や
ま
し
ろ
」

ご
愛
読
の
皆
様
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

よ
う
や
く
春
を
迎
え
、
過
ご
し
や
す
い

気
候
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
、
記
念
行
事

等
の
主
要
な
行
事
を
開
催
す
る
予
定
で
す

の
で
、
皆
様
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
大

久
保
駐
屯
地
広
報
紙
「
や
ま
し
ろ
」
に
対

す
る
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

２
０
２
０
年
４
月
22
日
に
大
久
保
駐
屯
地
公
式
ツ

イ
ッ
タ
ー
を
開
設
し
、
部
隊
の
活
動
状
況
、
日
常
の

訓
練
風
景
、
隊
員
の
様
子
等
を
配
信
し
て
参
り
ま
し

た
。現

在
約
１
１
７
０
０
名
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
皆
様
の

応
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
自
衛
隊
及
び
大
久
保

駐
屯
地
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
を
直
接
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
だ
先
の
話
に
は
な
り
ま
す
が
、
目
標
で
あ
る
２

万
フ
ォ
ロ
ワ
ー
達
成
に
向
け
て
引
き
続
き
、
大
久
保

駐
屯
地
一
丸
と
な
り
皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
努
力
す
る
と
と
も
に
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
自
衛
隊
を
配
信
す
る
等
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
大
久
保
駐
屯
地
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
５
年
２
月
下
旬
、
長
池
演
習
場
に
お
い
て
令
和
４
年
度
団
戦

技
競
技
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

不
整
地
を
走
り
射
撃
を
行
う
分
隊
走
、
装
備
す
る
火
器
の
射
撃
及

び
銃
剣
道
で
体
力
・
気
力
・
技
術
を
競
い
ま
し
た
。

隊
員
一
人
一
人
が
部
隊
の
名
誉
を
か
け
て
日
頃
の
練
成
成
果
を
発

揮
し
、
熾
烈
な
戦
い
が
随
所
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

手
に
汗
を
握
る
接
戦
の
結
果
、
第
７
施
設
群
が
分
隊
走
・
射
撃
・

銃
剣
道
に
お
い
て
「
群
対
抗
の
部
」
優
勝
、
第
１
０
２
施
設
器
材
隊

が
射
撃
「
隊
対
抗
の
部
」
優
勝
、
第
３
０
７
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
が
分

隊
走
・
射
撃
「
中
隊
対
抗
の
部
」
に
お
い
て
見
事
優
勝
し
、
盛
会
の

う
ち
に
競
技
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

開会式分隊走（スタート）分隊走（射撃）９ｍｍ拳銃の射撃

84式無反動砲(縮射弾)
の射撃

5.56ｍｍ機関銃の射撃銃剣道閉会式

」

安

否

確

認

訓

練

兼

顔

合

わ
せ

被支援者家族、家族会会長、厚生
科員による顔合わせ

大
久
保
駐
屯
地
は
、
３
月
３
日
（
金
）
奈
良
県

橿
原
市
に
お
い
て
同
県
自
衛
隊
家
族
会
と
緊
急
事

態
発
生
時
を
想
定
し
た
留
守
家
族
の
安
否
確
認
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
駐
屯
地
の
隊
員
が
災
害
派
遣
等
に
後
顧

の
憂
い
な
く
出
動
で
き
る
よ
う
関
係
部
外
団
体
と

共
に
留
守
家
族
支
援
を
行
う
施
策
の
一
環
で
あ
り
、

大
久
保
駐
屯
地
で
は
令
和
３
年
度
に
奈
良
県
・
京

都
府
に
お
い
て
両
府
県
の
家
族
会
・
隊
友
会
と
協

定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
紀
伊
半
島
沖
で
地
震
が
発
生
し
て
橿

原
市
在
住
の
留
守
家
族
が
連
絡
不
通
と
い
う
想
定

の
も
と
、
厚
生
科
か
ら
連
絡
を
受
け
た
支
援
会
員

（
家
族
会
会
長

河
本
氏
）
が
被
支
援
者
（
留
守

家
族
）
の
自
宅
に
赴
き
無
事
を
確
認
す
る
と
い
う

一
連
の
流
れ
を
演
練
し
ま
し
た
。

ま
た
訓
練
の
場
を
活
用
し
、
厚
生
科
員
を
交
え

て
支
援
会
員
・
被
支
援
会
員
の
顔
合
わ
せ
を
行
っ

た
ほ
か
、
橿
原
市
役
所
危
機
管
理
課

主
幹

松

實
勝
也

氏
と
厚
生
科
員
に
よ
る
避
難
場
所
に
お

け
る
支
援
会
員
へ
の
個
人
情
報
提
供
等
に
係
る
意

見
交
換
を
行
い
、
じ
後
の
業
務
の
資
を
得
ま
し
た
。

駐
屯
地
で
は
、
引
き
続
き
よ
り
実
効
性
の
高
い

家
族
支
援
施
策
を
推
進
し
即
応
態
勢
の
充
実
に
励

み
、
地
域
の
皆
様
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
て
参
り

ま
す
。

橿原市役所危機管理課 主幹
松實氏と厚生科員の意見交換

射撃訓練

給与の支払い業務


